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はじめに 

 
 

公益財団法人水戸市国際交流協会  
 理 事 長  幡 谷  祐 一  

 
水戸市の代表として、平成 29 年度の水戸市学生親善大使がアメリカの文化と歴史を

学び、相互理解と友好親善の目的を果たして、無事帰水いたしました。大口由美子先生

を団長とし、7月28日から8月7日までの日程でアナハイム市にホームステイしました。 
 歴史、文化、言葉の壁を超えて得たアナハイムでの友情、体験、思い出は、これから

の人生を豊かなものにすることでしょう。互いに認め合うことができる国際人として羽

ばたくためのステップになると、確信しております。 
 学生親善大使経験者の皆さんには、今回の派遣で終わることなく、体験を基にして水

戸市の国際交流・異文化理解の促進に寄与することを期待いたします。 
 最後に、このプログラムに携わった関係者並びに学生親善大使を受け入れて下さいま

したアナハイム市姉妹都市委員会の皆様に、心から感謝申し上げます。 
 

I am very happy to report that all Mito Student Ambassadors in 2017, 
headed by Ms. Oguchi returned to Mito safely. They stayed with families of 
Anaheim from July 28 to August 7. They studied American culture and history 
and deepened their understanding and friendship between both cities. 

The friendships and experiences will enrich their lives by helping them 
overcome the differences in history, culture and language. I am convinced that 
knowing each other will play an important role in becoming more internationally 
oriented individuals. 

I hope that this experience will motivate the student ambassadors to 
contribute to promoting international exchange and cross-cultural understanding 
in Mito. 

In closing, I would like to express my gratitude to all of the people concerned 
in this program, both living in the City of Anaheim and the City of Mito. Also many 
thanks to the members of the Anaheim Sister City Commission for hosting our 
students. Thank you very much. 

     
                                   Yuichi Hataya, President 

Mito City International Association 
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平成29年度 水戸市学生親善大使派遣事業 
 

1 目的  
水戸市内の学生を水戸市と国際親善姉妹都市であるアナハイム市へ派遣し、海外での

ホームステイを通して国際的な視野に立つ人材を育成するとともに、両市の相互理解と

友好親善を深めます。  
 
2 主催  

公益財団法人水戸市国際交流協会、水戸市、水戸市教育委員会  
 
3 概要  
（1） 派遣期間  平成29年7月28日（金）～8月7日（月）（11日間）  
（2） 派遣先  アメリカ合衆国  カリフォルニア州  アナハイム市  
 アナハイム市姉妹都市委員会承認の市民ボランティア宅にて  
 ホームステイ  
（3） 派遣人数  学生親善大使8名（他に親善大使を引率する団長、国際交流協会職員が 

同行）  
（4） 内容  
ア アメリカ合衆国及びアナハイム市の歴史や文化等の研修 
イ 英語研修 
ウ 関係機関、施設等の訪問・見学 
エ 水戸市の紹介 
オ ホームステイを通しての市民間交流 

 
4 スケジュール  

 
派遣前後の研修ならびに派遣期間  

7月19日（日）   
7月16日（日） 13:30-17:00 
7月23日（日）   

事前研修  

7月28日（金）～8月7日（月）  アナハイム市へ派遣（ホームステイ）  
8月20日（日） 13:30-17:00 事後研修  
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平成２９年度水戸市学生親善大使団員 

氏 名 性別 学 校 学年 ホストファミリー 

石井 里英 Rie ISHII 女 水戸葵陵高等学校 1 
Chieu Trinh 

Nguyet Nguyen 

石田 紗椰 Saya ISHIDA 女 緑岡中学校 2 
Chieu Trinh 

Nguyet Nguyen 

海老澤 仁華 Hitoka EBISAWA 女 
茨城大学教育学部

附属中学校 
2 

Miguel Sandez 

Krystal Sandez 

大津 涼香 Suzuka OTSU 女 常磐大学高等学校 2 
Miguel Sandez 

Krystal Sandez 

土井 爽詩 Sota DOI 男 緑岡高等学校 1 
Eddie Morales 

Michelle Morales 

西村 敦史 Atsushi NISHIMURA 男 緑岡高等学校 1 
Eddie Morales 

Michelle Morales 

深堀 有里佳 Yurika FUKABORI 女 千波中学校 2 
Daniel Nolan 

Kathleen Nolan 

山本 茉弥 Maya YAMAMOTO 女 茨城高等学校 2 
Daniel Nolan 

Kathleen Nolan 

 
（団長） 

大口 由美子 Yumiko OGUCHI 女 赤塚中学校教諭 
Glen Blounts 

Akie Blounts 
 
（事務局） 

照山 生教 Miyuki TERUYAMA 女 (公財)水戸市国際交流協会 Jennifer Sasai 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

― ii ―



- 1 - 
 

Schedule 

  7 月 28 日 / July 28 

水戸市出発 

Leave Mito 

アナハイム市到着 

Arrive at Anaheim 

7 月 29～30 日 / July 29～30 

ホストファミリーと過ごす 

Host Family Day 

 

7 月 31 日 / July 31 

消防署見学・ビーチパーティー 

Visit Anaheim Fire Dept Station 

& Beach Party 

8 月 1 日 / August 1 

市議会議員表敬訪問 

エンゼルスタジアム見学 

Meet with Anaheim City Council Member 

Visit the Angel Stadium of Anaheim 

8 月 2 日 / August 2 

ディズニーランド＆ 

カリフォルニアアドベンチャー 

Disney Land & 

California Adventure 

8 月 3 日 / August 3 

オレンジ・カウンティ・フェア 

Orange County Fair 

8 月 4 日 / August 4 

さよならパーティー・野球観戦 

Farewell Party & Watching Major 

League Baseball Game 

(Angels vs Oakland) 

8 月 5 日 / August 5 

ホストファミリーと過ごす 

Host Family Day 

8 月 6 日 / August 6 

アナハイム市出発 

Leave Anaheim 

8 月 7 日 / August 7 

水戸市到着・解散 

Back to Mito 
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第１日目 ７月２８日（金） 

 

（1 日の行動） 

12：00 集合 

12：30 出発式 

13：00 水戸市国際交流センター発 

17：25 成田空港発 

～日付変更線通過～ 

12：10 ロサンゼルス国際空港到着 / 昼食・アナハイムへ移動 

17：30 ダウンタウンコミュニティセンター（DTCC）着 

歓迎会後、ホストファミリーと共に解散 

 

（1 日の様子） 

 国際交流センターで出発式を行いました。前日までは楽しみにしていて、うきうきで

したが、いざ出発するとなるととても緊張し、親に「顔色が悪い」「無口になっている

よ」と言われてしまいました。 

 成田空港へ向かうバスの中は遠足のように楽しく、リラックスすることができ、成田

空港に着いたときには気分はアメリカでした。 

 約 10 時間のフライトを経てロサンゼルス空港に到着しました。機内で熟睡していた

ので、元気 100 倍でアメリカでの生活をスタートできました。 

 WAREHOUSE で昼食後、Fisherman’s Village で簡単な買い物をして、ドルで支払

いをしたときに、アメリカにいる実感が湧きました。 

 そして、DTCC でそれぞれのホストファミリーと対面しました。私のホストファミリ

ーがどのような人たちなのか不安でしたが、とてもフレンドリーに接してくれて、緊張

が和らぎました。 

 家に着いた後、Steven（ホストブラザー）、Michelle（ホストシスター）、Mario（Steven
の友達）、里英さんと一緒に Steven の運転で

アジア系のお店に行きました。Steven はまだ

17 歳なのに車を運転していて、日本との違い

を感じました。道すがら、街の至る所にアラビ

ア語やベトナム語など、いろいろな国の言語が

書かれていて、アメリカは多民族国家であるこ

とを改めて認識しました。 

 初日はこのような感じで終わりました。明日

からの生活が楽しみです！！ 

                                    【Saya】 
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第２日目  ７月２９日 (土)  

 

(1 日の行動) 

終日 ホストファミリーと過ごす 

 

(1 日の様子) 

 この日は、ホストファミリーデイの 1 日目です。

前日のフライトの疲れもあり、起きるのが遅くなっ

てしまいました。  

 朝食にシリアルとパンが大量に用意されており、

こんなにも朝から食べるのかと驚くと同時に、自分

たちの胃の小ささをとても感じました。 

 午後からハリウッドツアーに行きました。ツアー

ではビバリーヒルズに行き、ハリウッドスターの豪邸やあのマイケル・ジャクソンの家

(別荘？) を回ったり、チャイニーズシアター周辺を観光しました。私はグリフィス天

文台から見たハリウッドサインが、とても印象的でした。ツアーのガイドさんの話す英

語のスピードがとても速く、聞き取るのがとても難しかったです。ガイドさんが話して

いるとき、ほかの観光客の方々が何度も爆笑していたので、おそらくとても面白い話を

していたのだと思います。その時、自分も早く英語をマスターして、もっと聞き取れる

ようになりたいと思いました。 

ツアー後は、ホストファザーの Eddie の友達のお見舞いに病院に行きました。アメリ

カの病院は日本とは違い、まるでホテルのような感じがしました。 

夕食は、ホストファミリーのおすす

めのハンバーガー店 Habit に行きま

した。やはりアメリカの代表的な食べ

物とあり、とても大きく日本では食べ

たことのない美味しさでした。とても

肉厚で、私は大好きです。また、ドリ

ンクも日本の L サイズがアメリカの

S サイズで、やはり「アメリカ」を感

じました。見るもの全てがとても面白

く、最高な 1 日を過ごすことができま

した。      

【Atsushi】 
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第３日目 ７月３０日（日） 

 

（1 日の行動） 

終日 ホストファミリーと過ごす 

 

(1 日の様子) 

2 日目のホストファミリーデーは、少しずつ慣れて

きて家族と話しやすくなりました。 

ハリウッドに観光と買い物に行きました。私がホー

ムステイした家庭は、アナハイム市ではなくその隣の

市だったので、ハリウッドまで高速で 1 時間ほどかかりました。私は乗り物の揺れに弱

く、移動中ずっと寝てしまい、着いた頃にはアナハイムやミッションビエゴとはまた違

ったふうに栄えていて、アメリカという大国を視覚で感じました。 

ハリウッドでは、仮装をした人に声をかけられて、押し切られるように写真を撮りま

した。そのあと観光をしました。その時に寄ったショッピングモールで、昼食を取りま

した。メニューは、肉餃子のようなものとピザでした。肉餃子には、子ネギとパクチー

がのっていて、日本で食べるものとは少し違ったので不思議な感じでした。ピザは日本

よりも少し味が濃い気がしましたが、ピザを運んだときにお客さんの好みに合わせて、

目の前でチーズをかけていてびっくりしました。アメリカのエンターテイメント性が出

ていて、すごかったです。そのあとに、近くのスターバックスに寄りました。お店には、

ロサンゼルス限定のマグカップと、カルフォルニア限定のものがありました。買おうか

迷ったけれど、ホストマザーのクリスタルがディズニーに限定品があると教えてくれた

ので買うのをやめました。しかし、とても可愛いデザインで欲しかったです。 

次に、グリフィス天文台に行こうとしましたが、

混んでいたのでハリウッドのショッピングモール

に行きました。わたしはクリスタルに選んでもら

い、リップライナーと口紅を買いました。クリス

タルは、私に合う色をたくさん選んでくれました。

選んでいると彼女が、いつもホストファザーのミゲ

ルはわたしを待っているだけだと、笑っていました。 

帰る途中、夜ごはんにうどんを食べました。私たちは普通のうどんを食べましたが、

クリスタルは「スパイシーとんこつうどん」というものを食べていたので驚きでした。

また、そこには日本の本屋さんがあり、クリスタルが日本語の辞典を買っていて、「日

本語を話したい」と言ってくれて、うれしかったです。 

今日 1 日、たくさんのものや文化に触れることができ、楽しさと実り多い 1 日でした。

【Suzuka】 
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第４日目 ７月３１日（月） 

（1 日の行動） 

9：00 DTCC 集合 
10：00 消防署訪問 
12：00 昼食(The Packing House) 
13：00  市内見学(MUSEO、ミト通り、 

交流の誓いの壁面など) 
14：00  水戸橋到着 
16：00  Bolsa Chica Beach 到着/夕食を兼ねたビーチパーティー 
21：00  DTCC 到着/解散 

 

（1 日の様子） 

この日は午前中に、消防署訪問に行きました。消防署では、爽やかなマッチョの消防

士の方々が、施設を案内してくれました。半分ぐらいしか理解できませんでしたが、と

っても親切に説明していただいて、新たな発見がたくさんありました。消防士という職

業は、多忙であり、説明をしてくださっている間にも出動していきました。市民の安全

を最優先に任務に取り組む姿を見て、僕も消防士の方々のようになりたいと思いました。 

フードコート「パッキングハウス」では、各自が自分の好きなお店に行って、自力で

料理を注文しました。発音が難しくて、はじめは上手く伝わりませんでしたが、ジェス

チャーなどを交えて、なんとか注文をすることができました。僕はそこで、チキンパス

タを注文しました。日本にはない味付けで、とてもおいしかったです。 

そのあと、ビーチに行く途中、水戸市と

アナハイム市の交流の象徴でもある「水戸

橋」を見学に行きました。姉妹都市として

歴史ある交流の一員となれたことを、改め

て実感することができました。 

ビーチでは、炙ったマシュマロをクッキ

ーに挟んで食べる Smore（スモア）を作っ

て食べ、水戸からは見ることができない、

海に沈んでいく夕焼けを見たりしました。

また、今年、親善大使としてアナハイムか

ら水戸に来ていた学生たちとも写真を撮ったり、交流を深めることができました。みん

なで見たサンセットはとても綺麗でした。いつかまた、見に行きたいと思います。 
 【Sota】 
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第５日目 ８月１日（火） 

 

（1 日の行動） 

9：00 DTCC 集合 

10：30  市議会議場見学 
12：00  Angel Stadium に到着 
15：00  昼食（In-N-Out Burger） 
17：00  DTCC 到着/解散 

 
（1 日の様子） 

集合してすぐに市役所に行き、市議会議場を見学しました。議場の中はとても広く、

月に 2 回ある定例会には、アナハイムに住む人なら誰でも参加できる仕組みになってい

ることを知りました。僕たちが市役所に行った時には市長が不在だったため、僕たちの

質問には市議会議員が代わりに答えてくれました。僕は「あなたが思う市の最も解決し

なければいけない問題はなんですか？」という質問をしました。「んー、それは難しい

質問だな。ひとつに絞るとしたら、ホームレスが多くいることかな」と丁寧に回答して

いただきました。現実問題に真摯に向き合う議員の皆さんなら、きっと問題を解決して

くれると思います。 
議場見学後は、Angel Stadium に行きまし

た。そこではホストファザーである、エディ

ーがガイドとしてスタジアム内を案内して

くれました。彼は、野球と Angels をこよな

く愛していて、心がこもった説明をしてくれ

ました。特別に、プライベートなところから

球場に入ったり、ショップで買い物をしたり

しました。普段見るエディーの姿とは違う新

たな一面を知ることができました。 
そのあと、アメリカのハンバーガーショップの筆頭である「In-N-Out Burger」に行

きました。遅めの昼食だったこともあり、僕はその店の一番大きなサイズのハンバーガ

ーを注文しました。とても美味しく食べることができました。アメリカンサイズとも、

対等に戦えたので、大きな自信になりました。これからも自分の胃の限界に挑戦してい

きたいと思います。 
【Sota】 
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第６日目 ８月２日（水） 

 

（1 日の行動） 

8：30 DTCC 集合 

9：30 ディズニーランド 

カリフォルニアアドベンチャー 

21：00「World of Color」を鑑賞 
23：30 DTCC 解散 

 

（1 日の様子） 

とても心待ちにしていた、一番楽しみな日がやってきました。まず、カリフォルニア

アドベンチャーの「Cars Land」へ向かいました。日本には無いアトラクションで、英

語の説明に不安でしたが、乗ってみたら楽しくて英語で叫んでいました。その後、自由

行動になり、ホストファミリーの Steven と友達の Lori が案内してくれて、超高速ジェ

ットコースター「Screamin’」とミッキーの観覧車「Fun Wheel」に乗りました。どち

らも日本には無いものなので、写真をたくさん撮りました。 

昼食には、ターキーレッグ、チュロス、アイスなどを食べました。それからディズニ

ーランドに移動して、午後は「Indiana Jones」「Space Mountain」「Splash Mountain」
に乗りました。混んでいたので 1 時間ほど並びましたが、待ち時間に英語で話したり、

加工写真を撮ったりしていたらあっという間に時間が過ぎました。 

夕食は、ホットドッグを食べました。量が多かったので、何人かでシェアしました。 

そしてカリフォルニアアドベンチャーへ戻り、夜のショー「World of Color」（光と音と

水のショー）を見ました。よく見える場所から見ることができ、ショーのあまりの凄さ

に写真を撮るのを忘れて、見とれてしまいました。 

最後に、「Little Mermaid」「Guardians of the Galaxy」に乗りました。これも 1 時

間待ちでしたが、待った甲斐があった面白さでした。 

日本のディズニーランドとは違う

アトラクション、雰囲気、食べ物。全

てが刺激的で、一生忘れられない思い

出に残る 1 日でした。何不自由なく過

ごせたのは、たくさんの方のサポート

があったからだと感じています。 

本当に“夢の国”でした。 

 

【Rie】 
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第７日目 ８月３日（木） 

 

（1日の行動） 

10：00 生け花 

11：00 オレンジ・カウンティ・フェア 

15：30 DTCC到着後研修 

17：00 DTCC解散 

 
（1日の様子） 

朝、DTCCに集合し、ホストファミリーへ贈る生け花を作りました。Loriに教えてもらい、

感謝の気持ちを込めながら作った生け花は、上手に仕上がりました。そして、Katie からオレ

ンジ・カウンティ・フェアについての説明を受けました。フェアでは、クレイジーフードが売

られており、クレイジーフードとは虫の揚げ物や、ドーナツで挟んだハンバーガーなど、変わ

った食べ物のことだと聞き、私たちはとても驚きました。 

フェアには、食べ物やアクセサリー系の出店が多く、ジェットコースターや観覧車などもあ

り、多くの人が楽しんでいました。また、トウモロコシやオレンジなどの着ぐるみや、ピエロ

が技を見せながら歩いていて、とても賑わっていました。 
昼食は、とても太いアメリカンドッグや、フ

ライドポテト、お菓子のオレオを揚げたもの、

チュロスの上にクリームとイチゴがのった甘

いケーキなどを、みんなでシェアして食べまし

た。量が多く、味も濃かったので、ザ・アメリ

カンフードだなと思いました。 
昼食後は、豚や馬、ヤギなど多くの動物を見

ました。私が印象に残っているのは、豚の親子

です。お母さん豚の近くに、赤ちゃん豚が8匹い

る様子は、とても愛らしかったです。 
次に、様々な分野のコンテストに出展・入賞した作品を見て回りました。趣味で作った人た

ちの作品も展示してあり、レベルが高い作品ばかりでした。とても印象的だったのはケーキの

分野です。ケーキとは思えないほど色鮮やかな作品があり、1 つ 1 つがとても丁寧に作られて

いてすごいと思いました。ジブリの絵が描かれたケーキもあり、日本のアニメがアメリカにも

親しまれているのを感じ、嬉しくなりました。 
DTCCに戻り、私たちが生けた生け花を、ホストファミリーにプレゼントしました。とても

喜んでくれて、嬉しかったです。その日から、私のホストファミリーは毎日飾ってくれました。

アメリカのお祭りの盛大さを感じた、楽しい一日でした。 
【Yurika】 
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第８日目 ８月４日（金） 

 

（1 日の行動） 

9：00 DTCC 集合 

9：30 「ダウンタウンディズニー」で買い物 

12：30 昼食（ピザ） 

13：00 さよならパーティの発表練習 
15：00 さよならパーティ 
18：00 メジャーリーグ観戦 

(エンゼルス vs アスレチックス) 
23：00 解散 

 

（1 日の様子） 

今日はハードスケジュールな 1 日でした。午前中はダウンタウンディズニーへ行き、

ディズニーのお土産を買いました。迷子になりそうなほど、広かったです。 
昼食は、DTCC でピザを食べました。1 切れが驚くほど大きくて、大食いの私でさえ 

2 切れでお腹いっぱいになりました。これこそが、アメリカンサイズだと思いました。 
その後、さよならパーティで発表するリコーダー演奏とソーラン節を練習しました。 

アナハイムに来てから、皆で集まって練習していなかったので少し忘れていて、皆で教

えあいながら練習しました。でも、この発表こそがアナハイムの皆さんへのお礼になる

という気持ちで、みんな頑張りました。本番では着替えなどでドタバタしましたが、精

一杯頑張れたと思います。パーティには市長が来て下さり、市長とお会いした証として証

書を私たちに下さいました。 
それから、1 人ずつスピーチをしました。それぞれ考えてきた内容を、涙ながらに伝

えました。でも感謝の気持ちは、言葉では言い表せませんでした。 
その後、野球観戦に行きました。

私はあまり野球には詳しくないけ

れど、エンゼルスシールを頬に貼り、

エンゼルスの T シャツやトレーナ

ーを着て、気分は盛り上がり、とて

も楽しかったです。観客席にビーチ

ボールが飛んできたり、スタンドに

人工の川があったりと、私の高校の

野球応援とは全く違う雰囲気で驚

きました。とても充実した 1 日でした。 

【Rie】 
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第９日目  ８月５日(土)  

(1 日の行動)  

終日 ホストファミリーと過ごす  

 

(1 日の様子)  

 今日は、ホストファミリーと過ごす最終日です。

ハリウッドへ行く前に、ホストマザーが準備に時間がかかるということで、スターバッ

クスコーヒーへ向かい、そこで朝食を食べました。到着後、The TMZ Celebrity Tour
へ。セレブリティに遭遇することはなかったものの、私が知っている有名人の出身校や

行きつけのお店などを見ることができ、終始興奮しました。ツアー終了後、テレビや雑

誌でしか見ることのなかったハリウッドの世界の中を歩くことができ、とても感動しま

した。  

その後、遅めの昼食を食べに HUSTON'S というホストファミリーおすすめのレスト

ランでハンバーガーを食べ、その後、VROMAN'S という本屋へ向かいました。家へ帰

ろうと車に乗り込んだ時、ホストファザーが「日本に帰ってもいい子にするのだよ。」

と私たちに素敵なネックレスをくれました。これからもこのネックレスは、ホストファ

ミリーとアメリカでの最高の思い出をいつでも思い出させてくれると思います。ずっと

大切にします。 

帰宅後、最後の買い物へ行った

後、ホストファザーの提案で、み

んなで yahtzee というゲームで

遊び、アイスクリームを食べなが

らみんなで思い出話に花を咲か

せ、たくさん笑いました。日本に

帰っても連絡を取り合おうと、お

互いに約束しました。アメリカで

の最後の夜は、まさに「家族団欒」

の時間でした。荷物のまとめ作業は、おみやげが多くて想像以上に大変で、アメリカで

聞いた思い出の曲とともに、気の進まない作業を進めていきました。帰る準備で出た疲

れと、寝てしまったら朝がやってきてしまうという寂しさとともに眠りにつきました。        

【Maya】 
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第１０・１１日目 ８月６日（日）・７日（月） 

 

（1 日の行動）  
 8：00 DTCC 集合 
11：55 ロサンゼルス国際空港発 

～日付変更線通過～   
15：20 成田空港到着 
18：00 水戸市国際交流センター着 
 
（1 日の様子） 

日本に向けてもう出発するのかと思うと、朝から涙が止まりませんでした。お別れの

ときに、11 日間お世話になったみんなが、ハグをしてくれました。号泣している私を

見て、ホストファミリーが「あなたは私たちの娘」と日本語で言ってくれました。涙が

止まりませんでしたが、必ず帰って来ることを約束して別れました。 

バスの前で、最後にみんなで記念写真を撮りました。最後に関わってくださった多く

の方と写真を撮れて、嬉しかったです。また、バスに乗ってからもたくさんの人がお土

産をくれて、お土産がいっぱいになりました。みんなが最後まで手を振ってくれて、ア

ナハイムやホストファミリーと別れるのが、とても悲しかったです。 

バスの中では，添乗員の林さんのありがたいお話を聞きました。とても深い話をして

くださって、悲しさが少しまぎれました。林さんは、最後の最後まで、わたしたちを見

送ってくださいました。 

日本に着いて飛行機を降りた後、

蒸し暑さが日本に帰ってきたこと

を実感させてくれました。たくさん

の荷物と思い出を抱え、11 日前より

も成長した姿で、それぞれの家族の

もとへ帰りました。私は両親への感

謝を恥ずかしくて言えなかったの

で、英語で伝えました。今までの私

なら伝えられなかったと思うので、

伝えられて良かったです。一生忘れ

られない出会いを、経験を、思い出

を、本当にありがとうございました。 

【Hitoka】 
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Rie & Saya’s host family 
 
Thank you for your kindness. 

We had a good time with you. 

You are our second family. 

We hope we will be able to welcome you next time 

in Japan! 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Our family 
Thank you for everything. 
You were very kind to us. Krystal always talked 
with us with smiles. 
Miguel always made Mexican dishes for us. We 
became to love the Mexican food. 
We had many wonderful memories in America 
with you. 
We want to meet you again. We miss you now… 
You are our family, too. 

Thank you very much!!! 
Suzuka and Hitoka 
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OUR HOST FAMILY 
Dear Michelle & Eddie, 
Thank you for taking good care of us. 
Eddie, it was so exciting for us to talk about baseball with you. 
Michelle, thank you for teaching us many things. We could learn a lot.  
We will never forget all the good memories we got during our stay with you, 
our second family. 

Sota and Atsushi 
 
 
 
OUR HOST FAMILY 
Dear Danny & Kathy, 
Thank you for everything, especially lovely memories. 
We miss you lots and lots. 
 
We’re gonna use “I’m all squared away” and “Help yourself!” 
The songs we listened to together and the gifts you gave us 
remind us of the days we spent together:) 
We can’t wait to see you again!! 
We love you so much. 

Maya and Yurika 
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To My New Friends Across the Sea 
Visiting Anaheim this summer gave me lots of chances to meet new people. I experienced 
a variety of things that I can’t experience in my everyday life. And it made me think about 
how to live a better life because I met many people who 
do volunteer work. 
 
“City of Kindness” …a phrase Mayor Tom Tait is setting 
up as one of his mottos. People in Anaheim look very 
happy and are kind to others. I am indebted to the sister 
city commissioners. How nice were the programs they 
prepared for us!! And of course to the host families who 
accepted my students, Miyuki and me. Thank you. 
 
Dear Blounts family, 
I really appreciate how you opened up your home and 
welcomed me. The Blounts family took care of me and 
worried about if I was doing OK as a chaperon. I enjoyed 
the meals we had together and talks about our family 
history. Staying with the Blounts family was so 
comfortable that I almost forgot the date I should leave! 
I will never forget that you celebrated my birthday! I 
received a big gift from the Blounts family and I want to 
do the same for someone else someday.  
 
Akatsuka Junior High School 
Yumiko Oguchi 

 
Dear my host family, Jennifer, Oto-san(Alan) & Oka-san(Marilyn) 

 
Jennifer, I was really happy to see you again. Thank you for caring about me and 

listening to me all the time. We talked a lot every night. I miss the avocado toast which 
you made for me. 

 
Oto-san, thank you for always taking good care of me like 

your real daughter and driving me every morning. And you 
bought me many delicious foods. I am sorry that I couldn’t 
eat them all. But, at the last night dinner, the sashimi was 
really delicious. I wish I could have eaten more of the dishes 
made by you.  

 
Oka-san, you were always kind to me and smiling all the time. Every time I saw you, 

you made me happy and smile. I really had a fun time with you talking about pets and 
animals in the car. 
 I really miss you all. Jennifer, Oto-san, and Oka-san are my best family.                             

Miyuki 
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ANAHEIM  
REPORT 

Thank you very much for everything! 
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私の家族(アナハイムと日本)―My family (In ANAHEIM and JAPAN)― 

 
石井 里英 

Rie ISHII 
 

私は英語のテストの点数は、あまり良くありませんでした。そんな私は、この 11 日

間で、とても大きな影響を受けました！！！ 

まず、初日から思っていた以上に英語が理解できなくて、一気に不安になりました。     

特に、私のホストファザーとマザーはベトナム語がメインで、英語は私ぐらいの片言で

した。どうやってコミュニケーションを取ればいいのか、話しをするのが不安でした。

さらに、水戸の代表で来ているというプレッシャーもあり、私はアナハイムに来てから、

心細くて、毎日のように日本の家族に連絡していました。しかし、自分で何とかしなけ

ればならないと思いました。 

そんな私に、ホストファミリーをはじめ皆さんが、ゆっくりと分かりやすい言葉を選

んで話しかけてくれました。時には優しく肩を抱いてくれ、時には顔を覗き込んで、時

にはスマホで翻訳してくれて、いつも私を気にかけてくれました。そしていつも皆さん

が笑顔でした。それが本当に嬉しかったです。 

そして私もビーチやディズニーランドに行くうちに、色々な事が楽しいと思うように

なりました。片言の英語でも気持ちは通じる、笑顔は通じる、と分かると毎日が充実し

てきました。親任せでない、私の旅行は私自身が作り上げていくものだと思いました。

気付いたら何日も日本には連絡をしていませんでした。 

アナハイムで過ごした毎日は、私にアメリカの家族を作ってくれて、その家族は私を

大きく成長させてくれました。私は、いつかアメリカの家族を日本に招待したいです。そ

して、私も、またいつかアナハイムへ戻り、お世話になった人たちに英語で感謝を伝え

たいです。そのために、しっかり英語を学んでいきます。今度のテストでは、良い点数

を取れるように頑張ります。 

この研修で、私に関わって下さった皆様、本当にありがとうございました。 

 

Dear Chieu, Nguyet, Michelle and Steven, 
Thank you for everything. I was HAPPY !!!!! 
I was glad to hear that I could stay at your house. Thank you for being my host family.  
You are my American father, mother, sister & brother.   
I want to see you again! 
I will study hard, and I will be back in Anaheim. Please wait until then. 
I miss you, and I love you all!! 
Rie 
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アナハイム最高！ ―Anaheim is perfect― 

石田 紗椰 
Saya ISHIDA 

 
 帰国してから 1 週間以上経ちますが、まだ興奮冷めやらぬままです。それくらいアナ

ハイムで過ごした 11 日間は楽しく、充実していました。 
 「アナハイムはなんて魅力のある街なのだろう！！」これは、私がアナハイムでホー

ムステイをして 1 番強く感じたことです。人の温かさ、生活の便利さ、雰囲気。どれを

とっても、素晴らしい街でした。水戸市とアナハイム市が姉妹都市であることをとても

誇りに思います。 
 私はアナハイムに行って、人々と積極的にコミュニケーションをとることを目標にし

ていましたが、実際は憶病になってしまい、最初の方はあまり会話ができませんでした。

そんな私を気にかけてくださったアナハイムの方々の優しさと、アメリカの開放的な空

気のおかげで、私は少しずつ自分に自信がついて、気持ちに余裕が生まれました。そして、

アナハイムでの生活がますます楽しくなっていきました。「このままアナハイムにずっ

と居たい」という気持ちになり、アナハイムでお世話になった皆さんとのお別れのとき

には、悲しくて涙が止まりませんでした。人との別れが、こんなに辛いものだというこ

とを初めて知りました。もっと最初からいろいろな話をしておけばよかったと後悔し、

改めて人との出会いや、今置かれている環境を大切にしなければいけないと思いました。 
 将来、私はもう一度アナハイムへ行き、お世話になった方々を訪ねたいです。そのと

きまでに英語を上達させ、今よりもずっとずっと成長した姿を見せたいです。 
今回のアナハイムでの経験は、今の私にいろいろな面で大きな影響を与えてくれたと

思います。今回の経験を糧にして、これから何事にも積極的に取り組んでいきたいです。 
最後に、ホストファミリーをはじめとする今回お世話になった方々、素敵な思い出を

ありがとうございました。この夏の思い出は一生の宝物です。アナハイム最高！！ 
 
Dear host family, 
Thank you for your kindness during my stay in Anaheim. I had a great time with you! 
Steven, you helped me many times when I was in trouble. Thank you very much. 
Michelle, your smile made me happy. Thank you. 
Father, thank you for asking “Are you happy?” 
Mother, thank you for drying my hair. 
I will treasure this experience for a lifetime. 
I will come back to Anaheim and visit you, because Anaheim is my second hometown!  

I won’t forget you, and I love you💕💕 
Saya 
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私の宝物 ―My treasure― 
                         海老澤 仁華 

                               Hitoka EBISAWA 
 

異国の地で過ごした 11 日間。日々新たな発見・感動・驚きの連続であっという間に

過ぎてしまいましたが、私の心の中は充実感でいっぱいです。 

アナハイムで過ごした一分一秒全てが鮮明に、私の宝物となって心の中に残っていま

す。なにげない日常の一瞬でさえ、忘れることができません。 

私はおそらく今回の親善大使の中で一番英語が話せず、それは出発前の私の心を不安

でいっぱいにしていました。しかし、英語が理解できずに困っていた私を見て、ホスト

ファミリーはゆっくり分かりやすく何度も話してくれたり、私が話し終わるまで待って

いてくれたりしました。また、どうやって伝えればいいか分からないときは同じステイ

先の先輩が優しく教えてくれました。 

いつもならあたりまえで気づかない周りの優しさや、温かさにたくさん触れることが

できました。その優しさのおかげで、英語で話すことにたくさん挑戦することができま

した。また、完璧な英語が話せなくても積極的に話すことの大切さを知りました。 

 今回は自分の知っている単語を並べて話す事しかできなかったので、コミュニケーシ

ョンをとることはできたけれど、感謝をすべて伝えられなかったと思います。なので、

これからもっと一生懸命英語を勉強して成長した姿で感謝を伝えに行きたいと思います。 

 私たちのためにたくさん準備してくださった現地の方々、国際交流センターの方々、

私を送り出してくれた家族、そして大好きな親善大使のみんなにもう一度感謝を伝えた

いです。 
 
Dear host family,     
 
Thank you for everything. 
I could make great memories with you. The memories are my treasure. 
When you spoke to me, I couldn’t speak English very well. So I’m going to study English 
harder. 
Please wait for me. I will come back soon. 
I won’t forget your memories and kindness. 
Please keep in touch!! 
 
Hitoka 
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発見と感謝 ―Findings and Thanks― 

大津 涼香 

Suzuka OTSU 
 

 「アメリカは文化が違う。」そんな簡単に日本とアメリカの違いをまとめていた自分

が、今少し恥ずかしいと感じる。「アメリカは何もかもが違っていた。」と、今はどんな

思い出を思い出しても感じる。ホストファミリーと話したとき、自分の一言で会話が終

わったことは、思い出す限りで一回も思いつかない。ホストファミリーは、たくさん話

そうと心がけてくれた。この研修で会った全ての人が、そうだった。しかし、日本に帰

ってきて、友人や家族と話した時、同じ共通の言葉にもかかわらず、ホストファミリー

と話した時ほど長く会話が続かなかった。「この違いはなんだろう？」今も答えは出な

いが、人自体が違うからだと思えた。「誰にでもフレンドリーで、日本人ほど人見知り

をしない。」そんなアメリカ人全体の特徴があるから、アメリカ自体が明るく、楽しい

というイメージが付くのだろう。 
 アナハイム市との姉妹都市交流に参加をさせてもらったことは、自分が個人的に外国

に行くよりも、自分のためになることが多くあった。英語によるコミュニケーション力

の向上はもちろん、市議会議場視察・消防署見学や、先ほどの例のような自分自身が感

じたことなどによって、日本や水戸市との違いを見ることができた。 
 これらの経験は、決して多くの人ができることではないと思う。そのため、私にとっ

て、大きな経験であり今後に大きく関わるだろう。この経験を大事に、今後の進路や将

来を見ていきたい。 
この研修に携わってくださったすべての方々、貴重な機会をありがとうございました。 

 
Dear parents, 
Thank you for everything during the 11 days. I could enjoy American life with you.  
At first, I was filled with anxiety about differences of culture, food, my host family and so 
on. But these anxieties disappeared when you talked with us and smiled cheerfully at us. 
Mother, you always smiled and talked to me. Also, you bought a Japanese dictionary 
when we went to a book store. I want to be a teacher, so I was very glad to teach you 
Japanese!!! 
Father, you always smiled too. Thanks to you, I could try Mexican food. Mexican food is 
very good, but eating it is difficult for me. So my Japanese family and I want to try Mexican 
food in Japan!!! 
I want to meet you again, and I want you to meet my Japanese family.  
I miss you. I love you, forever. 
Suzuka  
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          旅に出よう  ―Away we go― 

 
 
                                                  土井 爽詩 

                            Sota DOI 

 
11 日間を終えてはじめに思ったことは、感謝することの大切さです。僕たちは水戸

市の親善大使としてアナハイムを訪問しました。訪問するにあたって、多くの人がサポ

ートをしてくれました。国際交流センターの皆さまをはじめ、現地でホストをしてくれ

た多くの人に、感謝の気持ちでいっぱいです。今回の研修に携わってくれた全ての皆様

に、まずは感謝を伝えたいと思います。ありがとうございました。 
今回の研修は、僕の人生に大きな影響を与えたと思います。本当に多くのことを学び

ました。その中で、これからの生活に生かしたいことがあります。それは、タイトルに

もあるように「旅に出る」ということです。旅に出ることで、新しい土地や文化につい

て、自分で知ることができます。今回は初めての海外渡航だったので、全てが新鮮で感

動しました。そのような感動を得たり、自分の見聞を広げたりできる「旅に出る」とい

うことに、これからたくさん挑戦していきたいと思います。 
また、現地の方々は、自分の意思を強く持っている人が多い印象を受けました。常に

自己を主張する姿は、新鮮でした。そういった経験も踏まえて、これからは自分の意思

をより強くもって、生活していきたいと思いました。いいところや、それ以外の文化や

交流について知ることができたこの研修は、とてもいい経験であり、ひと回りも、ふた

回りも、成長できたと思います。 
貴重な経験を、ありがとうございました。 

 
 
To everyone who supported me, 
I really owe you a lot. 
This project will have a big influence on my life. 
I’m blessed with all of these experiences. 
Thank you for everything. 
I’ll cherish what you’ve done for me forever. 
Sota 
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人との出会い ―Encounter with people― 

西村 敦史 

Atsushi NISHIMURA 
 

私が今回の研修で一番嬉しかったことは、たくさんの人との出会いがあったことです。 

ホストファミリーをはじめアナハイムでお世話になった方々や、親善大使の仲間との出

会いは確実に自分自身の成長にもつながり、何よりもこんなにもたくさんの人との出会

いがあったことに感謝したいです。 

 今回の研修で私が最も心がけたことは、「恐れず自分からコミュニケーションをとり

にいく」ことです。私は海外に行くのは今回が初めてだったので、不安などの気持ちが

ありましたが、後でもっと話せばよかったなどの後悔をしたくなかったので、自分から

積極的に挑戦しました。たとえ英語が間違っていても、それは失敗ではないのだと私は

思います。挑戦することで、私自身の自信にもなりました。そして何よりも、一緒に話

すということが、とても楽しかったです。また、アナハイムの人々は、私たちを温かく

迎えてくれました。彼らと過ごした時間は、私の一生の思い出でもあり、宝物でもあり

ます。  

 アナハイムで過ごした 11 日間が、とても素晴らしいもの過ぎて、今アナハイムがと

ても恋しいです。私は、アナハイムにもう一度絶対に行きたいと思っています。特に、

ホストファザーの EddieとホストマザーのMichelleに自分の成長を見せ、英語でもっ

と話をしたいです。また、今度は私が水戸市や日本を案内して、水戸や日本をもっと伝

えたいです。  

 最後に、今回水戸市親善大使の私たちが、このような素晴らしい経験を得ることがで

きたのは、たくさんの人の支えがあってのものだという感謝の心を忘れず、今回得た経

験を生かしていきたいです。 

 

Dear Eddie and Michelle, 
Thank you for taking care of Sota and me．I had a good time while staying with you in 
Anaheim for eleven days. I cannot forget all the wonderful memories and precious 
experiences there. The eleven-day stay made my English even better. Next time I want 
to show you Mito and Japan. So I will study English more and more. I miss you. I want 
to stay in Anaheim with you again. I am sure I will visit Anaheim to meet you. I am 
looking forward to showing you my improved English. I love you, Eddie and Michelle. 
Atsushi 
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コミュニケーションから学んだこと 

―I learned from the communication― 
 

                         深堀 有理佳        

Yurika FUKABORI 
 
約 2 週間の滞在は、多くの貴重な体験をした、素晴らしい時間でした。見るもの 1 つ

1 つが新鮮で、とても感動しました。 
この滞在を通して驚いたことがありました。それは、現地の方々が、とても明るくフ

レンドリーに話しかけてくるところです。私のホストファミリーは道で知らない人とす

れ違う時、「こんにちは。調子はどう？」などと話しかけていました。後から「知り合

いですか？」と尋ねたら、初対面の人だと答えたので、とても驚きました。また、スー

パーのレジや飲食店の人と会話をするのが、当たり前のようでした。私にも、初対面の

方が「どこから来たの？」「どこを観光したの？」などと、積極的に話しかけてくれま

した。初めは、あまりにもフレンドリーであることに戸惑いましたが、徐々に会話をす

ることで、話すことが楽しくなってきました。このように、明るく会話をしている現地

の方々を見ていると、相手を気遣って支え合い、仲を深めているように見えてきました。

日本人の私たちにとっては、初対面の方に積極的に話しかけることは、少しためらいま

すが、このように会話をすることで、人と人との仲が深まり、より温かい社会を育むこ

とができるのではないかと思いました。 
このように、心の温かいアナハイムの方々が大好きです。そして、アナハイムの方々

にはもちろん、ホストファミリーやこの滞在を支えてくださった皆さんに、心から感謝

しています。お世話になったホストファミリーに恩返しをする意味でも、もっともっと

英語を勉強し、再びアナハイムを訪れたいと思います。 
 すばらしい 11 日間を本当にありがとうございました。 
 
 
Dear Danny and Kathy,  
 
Thank you for everything. I had a wonderful time with you. I was glad to buy American 
goods, to watch TV programs and to talk with you. I’ll never forget all the wonderful 
memories.  
I hope I can see you again. Thank you very much!! 
 
Yuri 
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言語の違いを越えて ―Beyond Words― 

山本 茉弥 

Maya YAMAMOTO 
 

私は今回で三度目の海外と、二度目のホームステイを経験しました。前回の留学を通

して、英語を聞き取れてもうまく返すことができなかった、という後悔が生まれ、ずっ

と心残りでした。言葉のキャッチボールができなかったことが、とても悔しかったです。

しかし、今回はこの後悔をばねに、拙い英語ではあったものの、日本の習慣やことわざ

を教えること、ネイティブならではの言葉を教わることを日常会話に取り込むことがで

きました。自分の文化が相手に伝わったとき、そして相手の文化が理解できた時の喜び

は、どんなに些細なことでさえも大きいものです。 

アナハイムでできたある友達に、「今日は一緒に行動していたのに、あまり話しかけ

に行けなくてごめんね。」と言うと、「母語以外の言語を話しているんだから、あたりま

えじゃないか。」という言葉が返ってきました。今日の世界では誰もが英語があたりま

えに話せると認識されている上、私も話せなければいけないと、常に考えていました。

もちろん、この先もこの考えを変えることはありませんが、その言葉は、これからにつ

ながる自信と、異文化理解をしてくれている人もいるという嬉しさを感じさせてくれました。 

当たり前のことですが、異文化理解をする上で、お互いの言語の違いは大きく影響し

てきます。しかし、私は、小さなことからでも積極的に交流を重ねていくこと、そして

言語の違いをお互いに理解しあうこと、この二つが重要であると、今回の経験を通じて

学ぶことができました。そして、この大きな学びを将来もずっと心に留めて、生かしていきます。 

そして最後に、この素晴らしい経験を通して出会えたすべての方々に、心から感謝申

し上げます。本当にありがとうございました。 

 
I had a regrettable experience in a past studying abroad program where I could 

understand what they said, but couldn’t reply well. This bad memory stayed with me for 
a long time. But during my staying in Anaheim, I could teach Japanese customs and 
proverbs and learn some colloquial expressions in English. I made progress through this 
experience.  
Today, it seems to be natural that people in the world speak English, and I thought I 

have to do so, too. And one of my friends in Anaheim told me how great I was to be able 
to speak a language other than Japanese. The words made me happy and gave me 
confidence. 
I think, talking proactively and understanding the differences between languages is the 

most important thing when trying to understand one another’s culture. 
I will make good use of my experience in Anaheim and never forget this. 
I’m so grateful to the people who supported me, and will never forget their kindness. 
Maya 
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感謝の言葉 

  

平成 29年度水戸市学生親善大使 

公益財団法人水戸市国際交流協会 

 

 今回、水戸市学生親善大使 8名が過ごした 11日間は決して忘れられない一生の宝物

となったのと同時に、一人一人が自分自身で何かを得られた 11 日間になったのではな

いかと思います。 

今回の研修は国際的な繋がりの大切さと素晴らしさに改めて気づくことができた機

会でした。人との繋がりは新しい体験、経験をすることができるのと同時に、自分自身

の成長へのつながりや、新しいものの見方、考え方を得ることができるチャンスでもあ

ると思います。私たちがアナハイムで過ごした日々はまさにそういったものが溢れる

日々ばかりでした。また、毎日が充実した日々を送ることができたのも、私たちを温か

く迎えてくださったホストファミリーや私たちをサポートしてくださった関係者の

方々のおかげです。私たちは感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。 

To everyone who supported us, 
We could have many wonderful experiences while 
staying in Anaheim for eleven days. We are sure we 
can now communicate in English a lot better, which 
will help us to grow in this global community.  
We will never forget all the great memories. We’d 
like to express our deep gratitude to you all for your 
warm hospitality and generous support. We are 
really touched by everyone’s kindness. We hope 
Anaheim and Mito will keep this wonderful 
relationship forever. We love Anaheim very much. 
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Thank you very much 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

Jackie 

ダンス パワフル 

Katie 

美⼈ 強い 

Jonathan 

かっこいい 物知り 

Anthony 

頭いい 何でもできる  

 

Lori 

褒め上⼿ 教え上⼿ 

裏面に続く→メンバー紹介 ①（性格）② 👑👑 思い出 ③  将来の夢 
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参考資料 
～ Background information ～  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 募集要項   （Guidelines for applicants）  
 相互訪問の軌跡、両市のプロフィール（People exchanges, city profiles）  
 事前研修の様子  （Pre-visit training）  
 
 

水 戸 市 

アナハイム市 
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平成29年度水戸市学生親善大使 募集要項 

１ 目的 

市内の学生を水戸市の国際親善姉妹都市であるアナハイム市へ派遣し、海外でのホームステイを通して国

際的な視野に立つ人材を育成するとともに、両市の相互理解と友好親善を深めます。 

２ 主催 

 公益財団法人水戸市国際交流協会、水戸市、水戸市教育委員会 

３ 事業概要 

⑴ 派遣期間 平成29年7月28日(金) ～8月7日(月) (11日間) 

 ⑵ 派遣先  アメリカ合衆国 カリフォルニア州 アナハイム市 

         市民ボランティア(※)宅にホームステイ 

（※ホストファミリーの経験が豊富であり、アナハイム市姉妹都市委員会が認める者） 

 ⑶ 派遣人数 8名(この他、親善大使を引率する団長・協会職員が同行する。) 

 ⑷ 親善大使としての活動内容 

  ア アナハイム市での活動 

(ｱ) アメリカ合衆国及びアナハイム市の歴史や文化等の研修 

(ｲ) 英語研修 

(ｳ) 関係機関、施設等の訪問・見学 

(ｴ) 水戸市の紹介 

(ｵ) ホームステイを通しての市民間交流 

(ｶ) 姉妹都市交流の推進、市役所表敬訪問 

(ｷ) その他 

  イ 事前活動 

   アナハイム市での活動を効果的に行うため、事前研修を行います。 

  ウ 事後活動 

 アナハイム市での活動内容を報告書にまとめるとともに、今後、公益財団法人水戸市国際交流協会

及び水戸市の実施する国際交流推進事業に積極的に参加していただきます。 

４ 募集人数 

 8名 （中学生 ３名 高校生 ５名） ※応募の状況によっては変更する場合もあります。 

５ 応募資格 

 下記のすべての資格・条件を満たさない場合、申込みは受付けません。 

応募に際して英検等の資格は必要ありません。 

⑴ 平成29年4月1日現在、満13歳以上17歳まで(平成11年４月２日から平成1６年４月１日までに

生まれた方) であること 

⑵ 中学校、高等学校、高等専門学校などの学校教育法第一条に定める教育施設に在学中であること 

⑶ 本人又は本人と生計を一にする家族が水戸市内に住んでいること(平成29年５月１日現在) 

 ⑷ 協調性に富み、事業計画に従って規律ある団体行動及び生活ができること 

 ⑸ 派遣前後に行われる研修等に参加し、派遣後も公益財団法人水戸市国際交流協会及び水戸市の国際交流推進

事業に積極的に参加できる者 

 ⑹ 過去に水戸市学生親善大使としてアナハイム市を訪問していないこと 

６ 応募方法 

⑴ 提出書類 ※ア及びウは、応募者の自筆とする。ただし、アの承諾事項は保護者の自署とする。 

ア 参加申込書(様式第１号) １通（裏面の承諾事項を含む） 

イ 82円切手を貼った返信用封筒 １通(本人のあて先を記入したもの。) 

ウ  作文 【題名】「水戸市学生親善大使となって何を学びたいか」 

【規格】 A4規定用紙を使用、横書８００字以内 ※学校名、学年、氏名を必ず記入すること 

エ 現住所確認のため、本人と生計を一にする主たる納税者の運転免許証コピー（おもて面とうら面の両方） 

※ 運転免許証がなければ、住民票のコピーを提出してください 

⑵ 提出期間 平成29年5月９日(火) ～5月31日(水) 
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⑶ 提出先 公益財団法人水戸市国際交流協会 

      〒310-0024 水戸市備前町６－59  TEL 029-221-1800  

      水戸市国際交流センタ－内 (開館時間 午前９時～午後９時。月曜日、5月3～5日は休館) 

 ⑷ 提出方法 持参又は郵送すること。(郵送の場合は当日消印有効) 

７ 選考及び決定 

選考は、当協会の選考要項に基づき、選考委員会が行います。 

⑴  第１次選考 書類審査（選考の結果については、６月8日(木)までに本人の現住所へ送付します。） 

⑵ 第２次選考 面接（簡単な英会話を含む）、集団討論 

ア 期日 平成29年6月11日(日) 

イ 時間 午前9時～午後1時（予定）※応募人数によって時間が前後することがあります。 

（時間の詳細については、第１次選考の合格者に郵送で通知） 

ウ 場所 水戸市国際交流センター 

選考の結果については、6月16日(金)までに本人の現住所へ送付します。（※選考の結果は各応募者あて

に通知いたします。学校あてには通知いたしませんので、あらかじめご了承ください。） 
 

８ スケジュール               

7月  1日(土)     午後6時～8時 アナハイム市学生親善大使を囲んでのパーティー(予定) 

７月 9日(日)  午後１時30分～５時 結団式（予定）・事前研修 

７月１６日(日)   

７月２３日(日)  
事前研修（水戸市・アナハイム市の概要及び英会話等） 

７月２８日(金)～８月7日(月) アナハイム市へ派遣（ホームステイ） 

８月２０日(日)  午後1時30分～5時 事後研修 

９月～１１月 報告書作成 

※場所：水戸市国際交流センタ－（アナハイム市派遣を除く） 

９ 費用 

この事業に要する費用のうち、次に掲げる費用は、参加者の個人負担とします。  

⑴ 水戸市～アナハイム市間の交通費等(※現地での活動費200USドルを含む)：約21万円(内５万円を

協会より補助する)※燃油サーチャージは別途。※為替レートの状況により、現地活動費（日本円換算）

が変動する場合があります。 

 ⑵ 自由行動時の個人的な費用 

 ⑶ 個人的な保険料 

 ⑷ その他疾病又は傷害の治療費用 

1０ 親善大使の取消し 

⑴ 親善大使として決定された後であっても、不適格と認められる行為又は事実があった場合には、資格

を取消すことがあります。 

⑵ 出発後の取消しは、団長が行います。この場合、親善大使を直ちに帰国させるものとし、帰国に要す

る費用は、本人の負担とします。 

1１ 旅行の取消し 

申し込み後、事業への参加を取りやめたときは、旅行約款に基づく取消し料を負担していただきます。 

1２ 個人情報の取扱い 

 応募書類に含まれる個人情報については、当協会の個人情報保護規程に基づき厳重に管理し、親善大使選

考及び選考に付随する業務のために利用します。 

 

 

 

問合せ 公益財団法人水戸市国際交流協会 

〒310-0024 水戸市備前町６－59   

TEL：029-221-1800  FAX：029-221-5793 

E-mail：mcia@mito.ne.jp  URL：http://www.mitoic.or.jp 

※本派遣事業は渡航者の安全確保を最優先させますので、今後の国際情勢によっては、

応募後であっても中止する場合があります。ご承知おきください。 

午後1 時30 分～5 時 
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水戸市とアナハイム市の交流 
水戸市とアナハイム市との交流は、昭和 49（1974）年アナハイム市在住の水戸出身

の実業家が、恩師をアナハイム市に招待したことを契機として始まりました。その後の

様々な人的交流が実を結び、アメリカ合衆国建国 200 年祭にあたる昭和 51（1976）年

12 月 21 日、両市は国際親善姉妹都市を締結しました。姉妹都市となった両市は、幾多

の交流活動を重ね今日に至っています。 
学生親善大使の往来について、水戸市からアナハイム市への派遣は、昭和 63（1988）

年の第 1 回以来、今回の派遣を含め 27 回実施され、計 486 人がアナハイム市を訪問し

ました。アナハイム市からは、昭和 60（1985）年を第 1 回として、これまで 28 回派

遣され、計 110 人が水戸市を訪問しました。 
このほか、水戸市使節団のアナハイム市への派遣は、昭和 51（1976）年の姉妹都市

調印式を第 1 回として 32 回行われ、のべ 939 人がアナハイム市を訪問しました。アナ

ハイム市からの使節団は昭和 51（1976）年を第 1 回として、これまで 19 回派遣され、

のべ 419 人が水戸市を訪れました。（平成 29 年 9 月 1 日現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

－両市のプロフィール－ 
 水戸市（Mito） アナハイム市（Anaheim） 
人口 270,789 人 

（2017 年 9 月 1 日現在） 
336,265 人 
（2016 年現在） 

面積 217.45 km2 130.7 km2 
標高 最高 160.0 m 

最低 000.1 m 
最高 52 m（170 ft） 
最低 37 m（120 ft） 

緯度 北緯 036 度 21 分 57 秒 北緯 033 度 50 分 10 秒 
経度 東経 140 度 28 分 17 秒 西経 117 度 53 分 23 秒 
気候 平均気温：13 ℃ 

年間降水量：1,326 mm 
温暖湿潤気候 

平均気温：21 ℃ 
年間降水量：249 mm 
地中海性気候 

市の花 ハギ（Bush Clover） キンセンカ（Calendula） 
市の木 ウメ（Plum） マグノリア（Magnolia） 
市制施行 1889 年（明治 22 年） 1857 年 
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あ 

結団式 

Inauguration Ceremony 

派遣前の様子 (Photos before leaving for Anaheim) 

研修初日 

1st Day of the Seminar 

アナハイムについての勉強 

Study about Anaheim 
A Bit of Japan の練習 

Preparation for “A Bit of Japan” 

出発式 

Departing Ceremony 
出発式 

Departing Ceremony 

アナハイムへ出発 

Leaving for Anaheim 

3 日間の研修 

その間に大使としての心構えを高め、 

アナハイムへと旅立ちました。 
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編集後記 
編集委員一同 

 
今年は中学生 3 名、高校生 5 名の計 8 名が水戸市学生親善大使としてアナハイム市へ派

遣されました。 
はじめに、この派遣事業に関わってくださった皆様に深く御礼申し上げます。私たちが 11

日間安全に、一生の思い出を作ることが出来たのは皆様の支えのおかげです。この報告書は

派遣事業関係者の皆様と私たちに行く機会を与えてくれた家族への感謝を込めて作りました。 
親善大使一同、この派遣で得たものを活かし、それぞれの夢へ進んでいきたいと思います。 
未来の親善大使の活躍と水戸市とアナハイム市のさらなる友好関係の構築をお祈りして

編集後記とさせていただきます。 
 

 
This year, three junior high school students and five high school students were dispatched to 

Anaheim as Goodwill ambassadors. 

First, we’re grateful to the people who supported this amazing project. 

We could stay safely for eleven days and make great memories which we will never forget 

because you took good care of us. 

We made this report with gratitude for 

the people who supported us as well as 

our families who gave us this opportunity 

to go to America. 

We will go our separate ways using 

these invaluable experiences which we 

gained during this trip. 

We hope that the relationship between 

Anaheim and Mito will continue and be 

even stronger in the future.  
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